
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太宰府市 NPO・ボランティア支援センター  

 

平成 20年 8月 1日 

～  活 動 報 告 ～ 

６月１４日・カウンセリング講座 

 二回目は「自分を伝えよう」のテーマ、20 名の参加者で、8 名が始めての 

方でした。 

 「自分を伝える」ことは「自分を分かって欲しい」「自分の見方になって欲 

しい」「自分の考えと賛同して欲しい」と考えることが多いと思います。 

実習の中では、相手と自分は違うことを認識し、認めることが必要だと知り 

「伝えること」の困難さを実感していきます。 

通常の会話の中では伝えられない自分を自覚し、他者を通して自分を知るこ 

とが必要ではないかと感じた研修でした。 

 参加者からは「ふだん思っていることを確認しながら学ぶことが出来た」 

「体験実習で、とても理解しやすかった」「自分を見直すきっかけとなった」 

などと感想を頂きました。 

次回の「自分を変えよう」が楽しみになっています。 

水城小学校の見守りボランティア  

                     今回は水城小学校で特別支援学級の見守りボランティアに参加

している井之上まり子さんの体験記を掲載します。 

 

「こんにちは・・・A さん」週一回の恒例の挨拶からそれははじ

まる・・・・「水城小学校の特別支援学級の昼休み見守りボランテ

ィア」 ボランティアというより週１回（昼休み）だけの私のもっ

とも楽しみな時間である。 

                     ふとした事から参加するようになった見守りボランティア、今で

は私の生活の一部であり大事な学習の機会、わが子の子育てからは

大分離れているため、A さんとのかかわりは新鮮で教えられること

ばかりの毎日、「名前を覚えて呼んでくれた」と言っては喜び、手

をつないでくれたといっては喜び、手をつないでくれたと感動し、

人と人とのつながりの大切さを感じている。 

                     今は A さんの行動にも慣れ、A さんを追って必死で廊下を走っ

ていたはじめのころも今はなつかしい。少年から青年への成長過程

のほんの一端にでも参加できたことに感謝であり、今からの楽しみ

は、来年 3 月卒業を迎えることである。 ありがとう A さんこれ

からもよろしくネ・・・・ 

第 13号 

 7 月 7 日（月）13 時から福岡県 NPO・ボランティアセンター主催の「NPO と協働のための行政職員研修」

に NPO 法人として参加しました。 約 200 名の参加、福岡県、福岡市、北九州市、他の市町村の職員が大半で、

NPO 関係者は 10 名でした。 

 講師の松原さんは、シーズ（市民活動を支える制度をつくる会）の事務局長で、NPO 法人制度の改正、寄付金

制度の改正などに力を入れてある方です。 

 ワークショップの手法をとりながら「協働とは」「進めるポイント」などを学びました。 

協働は「二つ以上の担い手が、それぞれの目的実現のために、得意な能力・専門性に基づき、役割分担をして、

一つの事業を実施し、相乗効果のある成果を外部に生み出すこと」で、協働を進めるには「相互理解からスター

トし、明確な目的を持つ時限的事業ベースで考え、対等な協働を生み出す仕組みを考え、評価の方法を先に決め

ておくことも必要だ」とまとめられ、参加者も理解できる内容だと感じました。 太宰府市 NPO・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援

センターでは、9 月 7 日（日）14:00 から情報センター208 号室で「さあ 協働をはじめよう」（講師 加留部

さん）を開催します。みなさんの参加をお待ちしています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事務局からのお知らせ 

・ NPO やボランティア団体の方で、ホームページ、通信を利用して、市民のみなさんにお知らせしたい内容を募集し

ます。 ファックス 918-3644 メール dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp に連絡ください。 

 

太宰府市 NPO・ボランティア支援センター事務局 

 

～ 予 告  ～ 

カウンセリング基礎講座 

■（第 3 回）課題：自分を変えよう 

人のケアをするためには、まず自分のことを知らなければ他人とは付き合えません。この講座は、「自分を知

る」ことから始まる６回連続のカウンセリング基礎講座です。偶数月に開講し６回終了した方に修了書を発行し

ます。1 回でも何回目からでも、気軽に受講してください。お待ちしています。 

○ 日 時 平成 20 年 8 月 9（土）14:00～16:00   

○ 場 所 いきいき情報センター 20６・２０７号室 

 ○ 講 師 吉田久美子さん（福大病院 看護師長） 

○ 募集人数 30 名      ○ 参加費 100 円         ○ 対 象    カウンセリングに興味がある方 

○ 主 催 太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター   

防 災 講 座 

防災講座も開講して、7 月で 20 回目になりました。いつ発生するかわからない災害に備え、災害時における

被災者支援のボランティア活動がスムーズにできるように、日頃からいろいろな分野の活動の必要性をみなさん

と一緒に考える講座です。防災に関する調査で、「震災への備えは知っているものの、実際に準備している人は、

1 割程度にとどまっている」との結果があります。 

■（第２１回）課 題：「防災点検、地域の現状把握」      平成 20 年８月 2３日（土）15:00～17:00 

■（第２２回）課 題：「防災訓練、防災組織に必要なこと」 平成 20 年９月２０日（土）15:00～17:00 

 ○ 場 所 いきいき情報センター 20８号室 

 ○ 講 師 ふくおか災害ネットワーク 代表 酒井澄彦さん 

○ 募集人数 30 名      ○ 参加費 ３00 円 （初めての受講者）          

○ 対 象  ボランティア活動をしている人・団体の方 

○ 主 催 太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター       

協 働 講 座 

■さあ 協働を始めよう 

昨今、ＮＰＯと行政との協働によるまちづくりの動きが注目され、様々な分野で協働事業が展開されています。 

そこで、ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会の加留部貴行氏を迎えて、「共感から共働へ」を

テーマに協働を進めていくために必要なことを参加者と一緒に考えていきます。 

一般市民の方、行政職員の方、ＮＰＯの方の参加をお待ちしています。 

○ 日 時 平成 20 年９月７（日）14:00～16:00   

○ 場 所 いきいき情報センター ２０８号室 

 ○ 講 師 加留部貴行氏（ＮＰＯ法人日本ボランティアコーディネーター協会運営委員長） 

○ 募集人数 30 名      ○ 参加費 100 円         

○ 主 催 太宰府市ＮＰＯ・ボランティア支援センター   

  

 申込・問い合わせは  「太宰府市ＮＰО・ボランティア支援センター」までお願いします。 

太宰府市五条三丁目１番１号  いきいき情報センター ２階（トレーニングルーム横） 

平   日  １０：００～１８：００    土・日曜日  １２：００～１８：００ 

（休業日 毎週水曜日、祝日、８月１３日～１５日、１２月２８日～１月４日） 

電   話  918－3633  ファックス 918－3644      担当者  伊地知

い じ ち

 ・三角

みすみ

 ・ 榊

さかき

 

         E-mail  dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp  HP http：//www4.ocn.ne.jp/~volusen/ 
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